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医療費・保育料が無償で安心子育ての町
＃周防大島が大好き
　結婚して９年目、妻と小学１年生の息子と、小松開作に住んでいます。

　安下庄高校を卒業し、大好きなふるさと周防大島のために役に立つ仕事がした

く、大阪の専門学校に進学して資格を取得し、子どもの

ころからの夢だった職種に採用され、従事しています。

＃周防大島町の子育て施策の良いところ
　若者定住促進住宅施策は素晴らしい！議会を何度も傍聴に行き、抽

選にも参加しました。また、岩国基地の交付金により、中学校卒業ま

で息子の医療費が無料なのはとても安心感があり、保育料が完全無償

化にされたことも本当にありがたかったです。

＃こんな施策があったらいいな
　子育て世代として、この町に望むことは、「学校給食の無償化」「小

児医療体制の充実」「総合公園の建設」「若者流出防止のための町営

住宅」「上関町のように10年住めば払下げされるような住宅の建設」

「周防大島に住み続けたいと思っている若い世代に目を向けた施策」「町立病院を一か所に統合

し規模拡大」「町民に寄り添う施策の周知を、SNSを有効活用し、しっかりと！」です。

　たくさん提言しましたが、この周防大島が山口県一子育てがしやすい町となるため、子育て世

代の代表の藤本町長、議員の皆さん、これからもよろしくお願いします。

子育て支援センターでの交流

＃東京からＵターン
　私は、2012年に東京から周防大島にＵターンしました。

　あの時０歳の赤ん坊だった長男は今では小学４年生になり、４歳の双子の次男、

三男と共に元気いっぱい育っています。

＃地域全体で子育て
　町の子育て支援制度も、地域の皆さま方が地域全体で子育てをしていこうという温かい気持ち

の表れだと思います。妻は、子育て世代包括支援センターOhanaの育児相談と子育て支援センター

での交流が素敵な取り組みだと感謝しています。

　親として、わが子を立派に育てあげることで地域の皆さまへご恩返しできるよう、この島で精

一杯、子育てをしていきたいと思います。今後はやむを得ない事情で学校を休んだ子ども達に

ICTを生かした教材でサポートできる制度があったらいいなと思います。

＃地域の皆さまの愛
　私はこの町で子育てをしながら、息子たちは地域の皆さま

に育てていただいているんだなあと感じます。通学途中に声

をかけてくださったり、自分の子どものように叱ってくださっ

たりと、皆さまの愛に包まれて子どもたちは成長しています。

　地域のおっちゃん・おばちゃん、いつも本当にありがとう

ございます。

大島地区　　後藤さん

橘地区　　松田さん
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